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松本　陽葵ちゃん（3歳2ヵ月）

　　　心陽ちゃん（9ヵ月）

「
伊
予
美
人
」
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
が
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
サ
ト
イ
モ
ブ
ラ
ン

ド
。
白
く
柔
ら
か
い
肉
質
で
粘
り
が
強
く
、
サ
ト
イ
モ
本
来
の
旨
味
が
あ
る
と
市
場
関

係
者
ら
に
高
く
評
価
さ
れ
、
近
年
、
販
路
は
関
東
圏
に
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
日
本

一
の
サ
ト
イ
モ
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
、
「
チ
ー
ム
愛
媛
」
で
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

里
芋「
伊
予
美
人
」

　
　
　
日
本
一
の
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て

　
　
　
〜
中
国
四
国
最
大
の
出
荷
量
を
誇
る
四
国
中
央
市
〜

ひなた

こはる
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生産販売の更なる向上を目指して
－さといも広域選果場の取り組み－
　愛媛さといも広域選果場は、JA域を超えた広域で、生産から販売までの一元化を実現し、生産者の所得向上を目指すことを
目的としています。
☆広域集荷により達成できたこと
・品質・規格の統一、ロットの集約と1規格の拡大、情報の集約、一括管理による流通・販売資材のコスト低減
☆選果場の調整機能メリット
・出荷情報および注文状況に応じた出荷調整が可能となり、日々出荷量の安定と販売地域の特徴に合わせた出荷が可能
・粗かぎ集荷による出荷調整および生産支援による農家省力化と生産拡大につなげる
☆販売メリット
・スーパー等の大口注文（顧客）への対応および「伊予美人」の優先指名が拡大
・値決め・契約販売により長期安定販売先が拡大
・冷凍・一時加工への対応により出荷可能な規格の拡大、価格低迷時の再生産価格を見据えた価格の底上げ対策

機械での作業体系が整い、省力栽培が可能

収穫期間が長く、自分のペースで収穫できる

安定した収入が見込める

里芋栽培の3つのメリット

伊予美人の作付面積を増やそう！

収支のこと

●里芋栽培作業暦

収支の目安（10㌃当たり）気に
なる

売上金額 45～60万円 収量3t～4t・農家手取り150円／㎏

費　用 約15万円

種芋代（初年度のみ）60,000円
マルチ120㎝×200m　5本　約1万円
肥料費（苦土石灰・苦土重焼燐・ケイ酸加里・SRコート等）約5万円
防除費（種子消毒・病害虫・除草）約3万円

収益（所得） 30～45万円 36～51万円（2年目以降）
※2年目以降は自分の圃場から種芋を取りますので種芋代は不要です。

JAうま特産部会
宝利義博 部会長

JAうま
合田久 専務

　四国中央市を代表する特
産品の一つ「伊予美人」。こ
こ数年は、価格も安定してい
ます。また、ＪＡにはマルチ資
材や農薬代の助成、農作業
支援もあり就農後も手厚い
支援があります。皆さんも私
たちと一緒に里芋を栽培して
みませんか。

　「伊予美人」の出荷も13年目になり、これまで生
産部会と共に地道な芋炊きによる試食宣伝活動に
より、味の良さから注文が年々拡大しています。
　愛媛さといも広域選果場も9月から本稼働し、品
質の統一と出荷ロットの拡大により、企画販売の拡
大が図られています。また、粗かぎ集荷により、生産
者の労力の軽減が図れるようになり、作付面積の拡
大が可能です。「伊予美人」の主力産地として、生産
面積の維持・拡大を図りましょう。

※環境および市場価格の変化により、収支は変動する可能性があります。
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プロフィール
出身：徳島県
栽培年数：35年
栽培作物：
里芋（30a）
山芋（10a）
お米（30a）
里芋のおすすめの食べ方：
里味ちゃん

6：00

8：00

12：00

13：00
18：00

19：00

20：30

22：00

朝食

収穫作業

出荷準備・
出荷

地域との
交流など

お風呂・
休憩

就寝

宝利さん
の一日

昼食休憩

8：00～12：00
収穫

畑へ行き、里芋の収穫
作業を行います。宝利さ
んの圃場では、9月から
3月まで収穫作業を行っ
ています。

19：00～20：30
地域との交流など

年に2、3回、里芋栽培
者が集まる「里芋部会」
では、栽培技術や情報
交換などの勉強会を開
き、地域の方 と々の交流
を深めています。

13：00～18：00
出荷準備・出荷

選別や根切り、泥落とし作業を行います。
出荷準備が終わると、選果場へ出荷します。

宝利さん
おすすめ 里味ちゃん

作り方（4人前）

里芋…400g　　醤油…35㏄　小麦粉…20g　溶き卵…20g　パン粉…40g
煮だし汁…200㏄　みりん…20㏄　砂糖…30g　揚げ油

①里芋は皮をとって、2～3分ゆで、ぬめりを取る。
②鍋に里芋と煮だし汁を入れて、柔らかくなるまで煮る。
　醤油、砂糖、みりんで味付けをして、煮含める。
③煮汁を切って、小麦粉、溶き卵、パン
粉の順につける。きつね色になるまで
油で揚げる。

JAうま特産部会（里芋専門部会）
宝利義博さんの一日に密着！！

さとみ
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意見・要望　検討結果報告地区別組合員説明会
令和元年度

　昨年11月13日より各地区で組合員説明会を開催しました。皆様から頂いた意見・要望を抜粋してご報告いた
します。
　なお、各会場で皆様からいただきましたご意見・ご要望は各担当部署へつなぎ、検討してまいりました。
　今後、それぞれの分野で活かしてまいりますので、なお一層のご理解とご協力をお願い致します。

低
金
利
政
策
の
長
期
化
等
の
影
響
で
収
益
力

が
低
下
し
大
幅
な
経
費
削
減
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
今
後
の
金
融
店
舗
の
統
廃
合
の
考
え
方
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

高
齢
化
や
人
口
減
少
、
経
済
成
熟
化
な
ど
の

構
造
要
因
を
背
景
に
資
金
運
用
環
境
の
好

転
が
見
込
め
な
い
な
か
、
信
用
・
共
済
事
業
に
お

け
る
収
益
は
３
年
後
に
は
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
店
舗
の

施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
化
対
策
等
へ
の
設
備
投
資

の
負
担
の
大
き
さ
を
考
慮
す
る
と
、
現
状
の
店
舗

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
金
融
店

舗
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
を
最
終
年

度
と
し
て
、
一
定
の
貯
金
量
を
基
準
に
再
編
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
詳
し
く
ご
説
明

し
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。組

合
員
数
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

農
業
者
の
世
代
交
代
期
を
迎
え
正
組
合
員

は
年
々
減
少
、
准
組
合
員
に
つ
い
て
は
増
加

し
て
い
ま
す
。
農
業
生
産
構
造
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
よ
り
多
く
の
農
業
者
の
意
思
反
映
や
運
営

参
画
を
実
現
す
る
た
め
、
昨
年
、
正
組
合
員
資
格

の
面
積
要
件
を
無
く
し
、
産
直
市
へ
出
荷
す
る
生

産
者
な
ど
小
規
模
な
生
産
者
に
対
し
て
も
加
入
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
一
番
身
近
な

消
費
者
で
あ
る
准
組
合
員
の
声
を
反
映
し
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
事
業
や
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
現

在
、
准
組
合
員
総
代
の
設
置
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
離
農
や
後
継
者
不

足
で
管
内
の
耕
作
面
積
が
年
々
減
少
す
る
な

か
、
荒
廃
農
地
が
増
加
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
地

域
農
業
を
ど
の
よ
う
に
し
て
守
っ
て
い
く
の
か
。

平
成
28
年
に
設
立
し
た
（
株
）
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー

ム
う
ま
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同

社
は
現
在
、
主
に
管
内
中
・
西
部
地
区
で
農
作
業

を
受
託
し
農
作
業
支
援
を
行
う
ほ
か
、
借
り
上
げ

た
農
地
で
米
や
里
芋
、
玉
葱
な
ど
を
栽
培
す
る
な

ど
、
同
社
自
ら
が
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
栽
培
面
積
は
約
４
・
４
㌶
で
、
そ
の
う
ち

の
１
・
５
㌶
は
荒
廃
し
た
農
地
を
同
社
が
再
生
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
将
来
地
域
農
業
を
支
え
る

担
い
手
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
度

は
３
名
の
就
農
希
望
者
を
研
修
生
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
人
員
的
な
課
題
も
あ
り
す
ぐ
広
範

囲
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
段
階
的
に

同
社
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
生
産
面
に
つ
い
て
は
、
里
芋
「
伊
予
美
人
」
を

中
心
に
山
の
芋
な
ど
管
内
の
主
要
作
物
の
生
産
拡

大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
産
直
市
へ
の
少
量
多
品
目

の
出
荷
奨
励
な
ど
、
引
き
続
き
地
産
地
消
を
推
進

し
ま
す
。

産
直
市
に
つ
い
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な

ど
施
設
や
売
場
に
変
化
が
無
い
と
顧
客
が
離

れ
る
。
広
い
空
間
で
安
心
し
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
前
向
き
な
投
資
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

簡
易
的
に
規
模
を
拡
張
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
現
状
の
施
設
で
売
場
づ
く
り
を
工
夫

す
る
な
ど
、
生
産
者
部
会
と
協
議
し
、
可
能
な
範

囲
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

里
芋
の
出
荷
状
況
及
び
、
広
域
選
果
場
の
粗

か
ぎ
出
荷
費
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

出
荷
量
は
、
９
月
が
２
１
１
㌧
、
10
月
が
２

９
０
㌧
と
、
天
候
不
順
等
の
影
響
で
昨
年
度

を
若
干
下
回
っ
て
い
ま
す
。
里
芋
の
販
売
に
つ
い

て
は
、
値
決
め
販
売
等
に
よ
る
集
荷
量
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
販
売
形
態
を
買
取
販

売
に
移
行
し
ま
し
た
。
業
務
用
の
引
き
合
い
も
強

く
、
次
年
度
は
一
千
㌧
の
契
約
出
荷
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
粗
か
ぎ
出
荷
費
用
は
20
円
／
㌔
で
す
。
時
間
当

た
り
約
１
・
５
㌧
の
処
理
が
可
能
で
、
土
と
根
な

ど
を
除
い
た
歩
留
ま
り
は
87
％
前
後
、
品
質
的
に

は
問
題
無
い
仕
上
が
り
で
す
。
ま
た
、
（
株
）
Ｊ

Ａ
フ
ァ
ー
ム
う
ま
で
は
今
後
、
掘
り
取
り
、
分
離

ま
で
を
一
貫
し
て
作
業
支
援
す
る
予
定
で
す
。

年
金
友
の
会
で
開
催
し
た
「
八
代
亜
紀
コ
ン

サ
ー
ト
」
は
好
評
だ
っ
た
が
、
次
年
度
以
降

の
年
金
友
の
会
の
活
動
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。こ

れ
ま
で
は
日
帰
り
旅
行
や
支
部
総
会
な
ど

各
支
部
毎
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

初
め
て
一
本
化
し
〝
コ
ン
サ
ー
ト
〞
と
い
う
か
た

ち
で
実
施
し
ま
し
た
。
各
支
部
の
活
動
と
並
行
し

て
今
回
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
が
、
年
金
友
の
会
運
営
委
員
会
等
で
協

議
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

QAQQ A

AQQ AA

A Q

5



　
土
居
町
の
松
木
文
子
さ
ん
が
管
理
す
る
６
ア
ー
ル
程
の
向
日

葵
畑
が
満
開
を
迎
え
、
訪
れ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

向
日
葵
と
い
え
ば
夏
を
連
想
し
ま
す
が
、
松
木
さ
ん
は
１２
月
に
見

ご
ろ
を
迎
え
る
よ
う
９
月
初
旬
に
種
を
蒔
く
そ
う
で
す
。
夏
に

比
べ
る
と
日
照
時
間
、
気
温
と
も
に
向
日
葵
に
と
っ
て
生
育
条
件

は
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
松
木
さ
ん
の
丁
寧
な
生
育
管
理
で
、
夏

に
咲
く
向
日
葵
に
見
劣
り
し
な
い
立
派
な
黄
色
い
大
輪
が
畑
一
面

に
広
が
り
ま
し
た
。

　
松
木
さ
ん
が
栽
培
す
る
こ
の
向
日
葵
は
、
「
キ
ッ
ズ
ス
マ
イ

ル
」
と
い
う
品
種
で
す
。
そ
の
名
前
の
通
り
、
見
る
と
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
る
ほ
ど
美
し
く
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
松
木
さ
ん
は
、

「
小
さ
い
子
供
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
幅
広
く
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
見
に
来
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

季
節
外
れ
の
向
日
葵
　
冬
に
満
開

　
書
く
人
の
個
性
が
表
れ
、
受
け
取
っ
た
人
の
心
も
和
ま
せ
る
「
伝
筆
」
。
四
国
中
央
市
土
居
町
の
岸
美
子
さ
ん
は
、
愛

媛
県
で
唯
一
、
伝
筆
の
講
師
を
務
め
伝
筆
が
持
つ
和
の
文
化
を
広
め
て
い
ま
す
。

　
神
奈
川
県
の
保
育
園
で
勤
務
し
て
い
た
岸
さ
ん
は
、
退
職
後
、
地
元
四
国
中
央
市
に
帰
郷
し
、
東
予
地
区
を
中
心
に

６
ヵ
所
の
公
民
館
等
で
伝
筆
の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
岸
さ
ん
が
伝
筆
を
始
め
た
の
は
、
県
外
へ
遊
び
に
行
っ
た
時
、

友
人
か
ら
誘
わ
れ
伝
筆
勉
強
会
に
見
学
へ
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
も
と
も
と
自
分
の
字
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
を
感
じ
て
い
た
岸
さ
ん
で
す
が
、
書
く
枚
数
を
重
ね
る
内
に
自
分
の
く
せ
字
が
徐
々
に
魅
力
的
に
感
じ
る
よ
う
に
な

り
、
「
伝
筆
」
に
魅
了
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
岸
さ
ん
の
作
品
を
Ｊ
Ａ
う
ま
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
食
堂
に
飾
っ
た
と
こ
ろ
、
お
客
さ
ん
の
口
コ
ミ
等
で
様
々
な
人
へ

伝
わ
り
、
県
内
だ
け
で
な
く
全
国
に
作
品
の
良
さ
が
広
が
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
伝
筆
作
品
の
依
頼
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
け
る
以
外
に
も
、
市
内
の
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
か
ら
の
要
望
で
利
用
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す

る
お
誕
生
日
カ
ー
ド
を
伝
筆
で
書
い
て
い
ま
す
。
〝
種
を
撒
か
な
い
と

花
は
咲
か
な
い
〞
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
る
と
言
う
よ
う
に
、

「
今
年
の
２
月
ま
で
に
１
０
０
０
人
の
方
へ
伝
筆
で
作
品
を
作
る
」
と

目
標
の
一
つ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
一
人
で
住
ま
わ
れ
て
い
る
方

な
ど
の
励
み
と
な
り
、
私
の
伝
筆
で
少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
、
真
剣
な
表
情
で
作
品
を
見
つ
め
、
最
後
に
「
現
代
は
メ
ー

ル
等
で
簡
単
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
れ
る
時
代
、
手
書
き
で
気
持
ち
を
伝

え
る
『
伝
筆
』
を
通
し
て
全
国
の
方
と
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ
と
が
出

来
れ
ば
幸
せ
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

伝
筆
を
た
く
さ
ん
の
人
に
広
め
た
い

畑一面に鮮やかに広がる向日葵と松木さん

心和む作品を見せて下さった岸さん

岸
　
美
子
さ
ん

ひ
ま
わ
り

　
　
伝
筆
と
は
・
・
・

　「
つ
て
（
ご
縁
）
を
つ
く
る
」

　「
つ
て
（
ご
縁
）
を
た
ど
る
」

　「
つ
て
（
ご
縁
）
を
広
げ
る
」

　「
つ
て
（
ご
縁
）
を
深
め
る
」　
の

　「
つ
て
」
と
い
う
意
味
か
ら
命
名
さ

れ
ま
し
た
。

　
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も

描
け
る
筆
文
字
で
す
。
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老若男女みんなで楽しく
　　マージャン　健康麻将大会

　12月15日、JA
うま松柏生活
文化センターで
「第4回JAうま
杯全日本健康
麻将選手権愛
媛県予選大会」
が開かれまし
た。健康マージャン協議会四国中央支部が主催、
四国中央市教育委員会が後援しており、JAうまは
認知症予防や新たな趣味・友達作りによる地域コ
ミュニティの活性化を目的とする健康麻将の趣旨
に賛同し協賛しています。当日は、44人が参加し
和気あいあいと麻将を楽しみました。
　健康麻将とは「お金を賭けない・お酒を飲まな
い・たばこを吸わない」の3つの約束のもと、初心
者から経験者まで老若男女問わず、頭脳ゲームと
して幅広い世代で楽しむことができます。
　大会の上位4名は3月に東京で開催される「第4
回全日本健康麻将選手権」の出場権を得ました。

　1月6日、総合経済センターで年始会を開き、令
和元年度永年勤続表彰を行いました。永年勤続
された正職員12名へ、篠原一志組合長より表彰状
が授与されました。

永年勤続表彰者
　30年（平成元年採用）
　　安倍　仁美
　　近藤　隆広
　　高橋　博志
　　河上　眞岐

　20年（平成11年採用）
　　大久保　佐紀子
　　泉田　美由紀
　　鈴木　博子

　10年（平成21年採用）
　　尾藤　隆弘
　　山内　利彦
　　井上　久仁子
　　菊池　こずえ
　　仲村　陽子

JAうま永年勤続表彰

　12月27日、JAバンクえひめが開催するコンサート
「南こうせつWithフレンズ2020」招待チケットの抽
選会を行いました。
　対象はJAうまで年金をお受け取りの方、または、
年金のお受け取りをご予約された方です。今回、応
募885名のうち、204名［2名1組　102組］の方が当
選いたしました。
　コンサートは、令和2年2月26日（水）に松山市民会
館大ホールにて開催されます。なお、当選結果は発
送をもってかえさせていただきました。多数のご応募
ありがとうございました。

JAバンクえひめPresents
「南こうせつWithフレンズ2020」抽選会

102組の当選が決まりました

上分地区女性部
公民館まつりに参加

　昨年11月、ＪＡうま上分女性部が公民館の芸能
文化祭に参加し童謡教室を行いました。
　女性部員手作りのうさぎとかめのキャラクター
を使い「うさぎとかめ」「どんぐりころころ」「夕
焼け小焼け」「幸せなら手をたたこう」の計4曲を
大きな声で歌いました。日本の心を歌う童謡には
思い出がいっぱいです。地域の皆さんも一緒に盛
り上がりました。

左から4位・高橋道弘さん、優勝・大野勝さん、
準優勝・加地耕事さん、3位・河端智津子さん

おめでとうございます

輝く女性部輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく女性性女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性女女女女女 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

抽選を行った役員ら

童謡教室に参加した女性部の皆さん
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2月が旬！ 食べ頃柑橘編

あったか荘三島

あったか荘土居

あったか荘ダイアリー

J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T
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I
C
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　12月末、ネズミの達磨（張り子）を利用者とスタッフみんな
で作りました。
　利用者が手書きで描いた一つひとつ表情の異なる顔のネズ
ミの達磨たち。利用者らが真心を込めて作ったネズミの達磨
は、土居町の「暁雨館」にも展示されています。

●ネズミの達磨を手作り

あったか荘川之江

　あったか荘川之江では、初めて干し柿作りにチャレンジしま
した。利用者らは、慣れた手つきで作業されていました。「上
手くできますように」と願いを込めながら、利用者とスタッフ
が一つ一つ丁寧に干し柿を作りました。

●干し柿作り

年の瀬に、利用者とスタッフみんなで賑やかに餅つきをしまし
た。今年も良い一年になりますように！

●餅つき

　12月、多くの利用者が楽しみにしている毎年恒例の遠足へ
出掛けました。今年も香川県の善通寺へ行き、昼食に本場の
讃岐うどんを食べました。利用者は、「年々美味しくなる」と
にっこり。また、善通寺では鐘をつくこともでき、「連れてき
てもらって嬉しかった。来年も、また来たい」と大変喜ばれて
いました。

●善通寺に遠足へ

　利用者とスタッフらで、職員から寄付してもらった柿を使っ
て吊るし柿を作りました。利用者らは、柿の吊るし方などス
タッフよりよく知っており、手際よく吊るし柿を完成させまし
た。その傍らでは、しめ縄づくり。みんなで楽しくお正月の準
備ができました。

●吊るし柿としめ縄づくり

　年末の恒例行事となった紅白歌合戦。
　利用者とスタッフがコップ片手に「銀座の恋の物語」をデュ
エット。「コップの中は麦茶じゃなく、ワインが良かったな～」
という利用者の声に会場は大きな笑いに包まれました。
　スタッフの子供たちと一緒に歌い踊った、「パプリカ」や
「変なおじさん」、美川憲一のものまねなどの出し物が盛り
だくさん。年末に相応しい、賑やかで楽しい歌合戦となりま
した。

●紅白歌合戦

　JAうま女性部の50歳以下の部員で構成されるフレッシュミズは、12月21日に、総合
経済センターで料理教室を開きました。クリスマスを間近に、㈲武吉ヨーケイの武村博
和さんを講師に招いて、苺のレアチーズケーキを作りました。部会
員一人ひとりがイチゴと生クリームを思い思いにデコレーションを
し、色鮮やかで素敵なクリスマスケーキを完成させました。
　部会員らは、「上手にできるか不安だったが、部員同士で教え合
いながら楽しくケーキが出来ました。フレッシュミズはみんなでワ
イワイと楽しく作ることが出来る特別な場所です」と、笑顔を見せ
てくださいました。

輝く女性部輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく JAうま女性部フレッシュミズ部会
クリスマスケーキ作り

フレッシュミズ

女性性女女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性女女女女女女女 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部

みんなで餅つきを
楽しみました

素敵なクリスマスケーキの
完成です☆

可愛らしいネズミの
達磨が出来ました
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知って美味しく！知って美味しく！

甘平
愛媛県オリジナル柑橘！平
ぺったい見た目で皮が薄く、
果肉の歯ごたえと強い甘み
が特徴。

せとか

柑橘の大トロ！見た目も味も一級品。
とろけるような食感とぎゅっと凝縮さ
れた濃厚な甘さが特徴の柑橘。

はるか

見た目と味のギャップにビックリ！黄色
い見た目だけど酸味はほとんどなく、ま
ろやかな甘みが特徴。すっきりとした後
味の柑橘。

はるみ

果肉の粒に張りがあるので、口に含む
とプチプチはじけるような食感。
見た目はポンカンに似ていて、味は濃
厚、種が少なく食べやすい柑橘。

媛小春
愛媛県オリジナル柑橘！まだ
生産量が少ない。
果実はみかんのように食べや
すく、他の柑橘にはないフ
ルーティな風味が特徴。

冬の代表的な果物といえば「柑橘」。愛媛県は柑橘類のシェアが全国でもトップクラスです。
今回はこれから旬を迎える産直市で買えるオススメの柑橘を紹介します。

2月が旬！2月が旬！ 食べ頃柑橘編食べ頃柑橘編2月が旬！ 食べ頃柑橘編

シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

永
井
智
一
（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人
（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

サバのトマト煮

●作り方

（1）フライパンにオリーブ油、つぶしたニンニク、カットトマト
を入れ弱火にかける。

（2）ニンニクの香りが立ったらサバ水煮缶を汁ごと、レンコン、
ローリエ、白ワインを入れ中火で煮詰めていく。

（3）塩、こしょう、しょうゆで味を調え、器に盛り付けたら切っ
たスナップエンドウを散らして出来上がり。

●材料（2人分）

サバ水煮缶　1缶（150g）
レンコン　2枚
（厚さ1cmぐらいに輪切りにし下ゆでした物）

カットトマト缶詰　1/2缶
ゆでたスナップエンドウ　適宜
オリーブ油　大さじ1と1/2
ニンニク　1片
ローリエ　1枚
白ワイン　大さじ1
塩、こしょう、しょうゆ　適宜

カブと鶏肉のあんかけ

●作り方

（1）5cm幅に切った昆布1枚を3カップ程度の水に1晩漬け、昆
布だしを取る。

（2）フライパンにサラダ油をひき、一口大に切った鶏モモ肉を入れ、
焼き色を付ける。

（3）別鍋にカブ、昆布だし、酒と塩ひとつまみを入れ中火にかける。
（4）カブが軟らかく煮えたら焼き色を付けた鶏肉を加え、ひと煮

立ちさせる。水溶き片栗粉でとろみをつけ、カブの葉を入れる
（味が薄いようなら塩で味を調える）。

（5）器に盛り付け、仕上げにすりおろしたユズの皮を散らし出来
上がり。

●材料（2人分）

鶏モモ肉　150ｇ程度
刻んだカブの葉　適宜
すりおろしたユズの皮　適宜
カブ（皮をむき半分に切る）　2個分
昆布だし（1）　 3カップ
酒　1/4カップ
サラダ油　小さじ1
水溶き片栗粉　小さじ1と 1/2
塩　適宜
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年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
公
的
年
金
は
雑
所
得
に
な
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
四
百
万
円

以
下
で
あ
り
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
二
十
万
円
以
下
の
場
合

は
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
ヵ
所
以

上
の
年
金
支
払
者
に
対
し
て
は
扶
養
親
族
等

申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
方
や
、
年
金
を
受

給
し
な
が
ら
働
い
て
収
入
が
あ
る
方
（
自
営

業
者
も
含
む
）
に
つ
い
て
は
必
ず
確
定
申
告

の
必
要
性
が
生
じ
て
き
ま
す
。
特
に
六
十
五

才
を
過
ぎ
ま
す
と
「
公
的
年
金
等
控
除
額
」

が
増
え
ま
す
が
、
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る

事
に
よ
り
多
く
の
方
が
年
金
振
込
の
際
に
源

泉
徴
収
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
六
十
五
才
を

過
ぎ
ま
す
と
、
多
く
の
方
は
介
護
保
険
料
も

控
除
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
介
護
保
険
料
も
社

会
保
険
料
控
除
に
該
当
し
ま
す
。
そ
の
他
医

療
費
控
除
等
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
月
十
一
日
か
ら
令
和
元
年
度
の
公
的
年
金

源
泉
徴
収
票
が
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
確

定
申
告
の
際
、
平
成
三
十
一
年
三
月
迄
は
、
源

泉
徴
収
票
が
必
要
で
し
た
が
四
月
か
ら
は
不

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
確
定
申
告
の

際
に
は
、
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

数
字
だ
け
は
確
認
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
確
定

申
告
が
必
要
で
な
い
方
で
も
住
民
税
の
申
告

が
必
要
な
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
市
の
方
で
相

談
し
て
下
さ
い
。

「
確
定
申
告
対
象
者
の
方
は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
」

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
　
十
分
な
土
作
り
を
し
て
植
え
付
け
る

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
は
、
疲
労

回
復
を
早
め
る
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
と
高

血
圧
を
予
防
す
る
ル
チ
ン
を
多
く
含
み

ま
す
。
早
春
に
苗
を
植
え
付
け
て
翌
年

か
ら
収
穫
で
き
ま
す
。

﹇
栽
培
時
期
﹈
永
年
性
な
の
で
、
一
度
植

え
る
と
７
〜
８
年
同
じ
畑
で
栽
培
で
き

ま
す
。
一
般
に
は
、
２
〜
３
月
に
園
芸
店

で
苗
を
求
め
ま
す
（
図
１
）
。
１
年
目
は

収
穫
し
な
い
で
、
根
株
を
十
分
養
成
し

て
翌
年
か
ら
収
穫
を
始
め
ま
す
。
種
か

ら
育
て
る
と
き
は
３
〜
４
月
に
ま
き
、

１
年
間
株
を
育
成
し
、
早
春
に
苗
を
植

え
付
け
て
翌
年
か
ら
収
穫
し
ま
す
。

﹇
品
種
﹈ 

太
い
若
茎
が
た
く
さ
ん
取
れ

る
「
シ
ャ
ワ
ー
」
（
タ
キ
イ
種
苗
）
、

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
な

ど
。

﹇
植
え
付
け
﹈
畑
に
１
平
方
ｍ
当
た
り

苦
土
石
灰
２
０
０
ｇ
を
ま
き
、
よ
く
耕

し
て
お
き
ま
す
。
次
に
、
畝
幅
１
２
０

ｃ
ｍ
、
深
さ
３０
ｃ
ｍ
、
幅
３０
ｃ
ｍ
程
度
の

溝
を
掘
り
、
こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
堆
肥

２
ｋ
ｇ
と
化
成
肥
料
（
Ｎ

:

Ｐ:

Ｋ

＝

１０

:

１０

:

１０
%
）
１
０
０
ｇ
を
与
え
ま

す
。
苗
は
株
間
４０
ｃ
ｍ
に
植
え
付
け
ま

す
（
図
２
・
３
・
４
）
。

﹇
管
理
﹈
茎
葉
が
繁
茂
す
る
と
倒
れ
や

す
く
な
る
た
め
、
株
の
両
側
に
ひ
も
を

張
り
ま
す
。
追
肥
は
、
生
育
の
盛
ん
な

６
月
と
芽
の
動
く
前
の
２
〜
３
月
に
、

畝
の
肩
に
そ
れ
ぞ
れ
畝
１
ｍ
当
た
り
化

成
肥
料
５０
ｇ
を
与
え
ま
す
。

﹇
病
害
虫
の
防
除
﹈
梅
雨
期
と
秋
雨
期

の
茎
枯
病
が
大
敵
で
、
茎
と
枝
に
紡
す

い
形
の
病
斑
を
生
じ
、
進
行
す
る
と
茎

が
枯
れ
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。「
Ｚ
ボ
ル

ド
ー
」
や
「
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
」
な

ど
で
防
除
し
ま
す
。
ま
た
、
地
上
部
が

枯
れ
る
晩
秋
に
、
茎
を
地
際
か
ら
刈
り

取
り
、
焼
却
し
て
予
防
し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
茎
が
伸
び
て
き
た
ら
、
先
端
が

開
く
前
に
草
丈
３０
ｃ
ｍ
程
度
で
地
際
か

ら
切
り
取
り
ま
す
。
早
春
の
１
カ
月
間

初
物
を
楽
し
み
、
そ
の
後
一
時
収
穫
を

中
断
し
、
１
株
に
数
本
の
茎
を
成
長
さ

せ
ま
す
（
立
茎
栽
培
と
い
う
）
。
こ
の
数

本
の
茎
に
働
い
て
も
ら
い
、
夏
か
ら
秋

ま
で
次
々
に
出
る
若
茎
を
順
次
収
穫
し

ま
す
。

﹇
種
か
ら
育
て
る
場
合
﹈

　
３
〜
４
月
に
土
作
り
を
済
ま
せ
た
育

苗
床
に
２０
ｃ
ｍ
間
隔
に
溝
を
つ
け
て
、
株

間
１５
ｃ
ｍ
、
１
カ
所
２
〜
３
粒
の
種
を
ま

き
ま
す
。
草
丈
１０
ｃ
ｍ
程
度
の
と
き
に

間
引
き
し
、
１
本
立
て
に
し
ま
す
。
苗
の

養
成
中
に
２
〜
３
回
、
化
成
肥
料
を
１

平
方
ｍ
当
た
り
５０
ｇ
程
度
を
追
肥
し
ま

す
。
数
が
少
な
い
場
合
は
、
ポ
ッ
ト
に
ま

い
て
苗
を
育
成
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　
作
成
し
て
い
ま
す
。
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JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-3827　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せ下さい。

お問合せ先

　
ご
本
人
が
認
知
症
に
な
る
と
生
前
贈
与
、
遺
言
作
成
等
の
生

前
の
資
産
承
継
対
策
の
ほ
か
、
預
貯
金
の
引
出
し
、
不
動
産
の

処
分
等
の
財
産
管
理
を
ご
本
人
の
ほ
か
、
ご
家
族
も
行
う
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
認
知
症
発
症
後
の
対
応
と
認
知
症
発

症
前
の
対
策
と
し
て
、
以
下
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
1
　
成
年
後
見
制
度
（
認
知
症
発
症
後
の
対
応
方
法
）

　
2
　
任
意
後
見
制
度
（
認
知
症
発
症
前
の
対
策
）

　
3
　
民
事
信
託
（
認
知
症
発
症
前
の
対
策
）

　
今
回
は
、
①
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま

す
。
　
「
ご
本
人
の
た
め
」
に
財
産
を
し
っ
か
り
守
る
。

　
ご
本
人
の
財
産
管
理
は
、
家
庭
裁
判
所
の
監
督
の
も
と
成
年

後
見
人
が
行
い
ま
す
。
成
年
後
見
人
は
家
庭
裁
判
所
に
対
し
、

定
期
的
に
ご
本
人
の
た
め
に
行
っ
た
財
産
管
理
の
内
容
を
報
告

す
る
義
務
が
あ
り
、
ご
本
人
が
亡
く
な
る
ま
で
成
年
後
見
人
の

仕
事
は
続
き
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
の
財
産
管
理
は
、
ご
本
人
に
と
っ
て
本
当
に

意
味
の
あ
る
合
理
的
な
支
出
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
相
続
人
や
家

族
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
よ
う
な
行
為
、
例
え
ば
、
相
続
対
策
と

し
て
の
生
前
贈
与
、
生
命
保
険
契
約
、
投
資
商
品
の
購
入
、
借

入
、
財
産
の
処
分
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

次
回
に
続
き
ま
す
。

遺
言
で
は
実
現
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
新
た
な
相
続
対
策
シ
リ
ー
ズ
⑤

認
知
症
対
策
と
し
て

　
　
　
　
成
年
後
見
制
度
が
あ
る
っ
て
聞
い
た
け
ど…

？

3 14
9

9 12 15

9
（9：30～10：30）講師：司法書士法人やまびこ 進藤誠氏
知っていればよかった揉めない遺言の書き方（応用編）

（10：35～10：55）講師：プリエール川之江 石川倫章氏
残された家族へ負担をかけないための事前準備

（11：00～12：00）講師：JBA税理士法人 合田英昭氏
税務署が狙う名義財産と上手な贈与方法

（12：00～12：15）講師：積水ハウス 鈴木茂氏
土地の売却について

セミナーの内容については変更になる場合がございます。
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2 月の予定 ※1月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

日月 火  水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

29
年金 松柏支店 年金 川之江中央支店

年金 川滝支店 年金 豊岡支店

年金 長津支店

年金 土居中央支店 年金 本店 年金 中曽根支店

建国記念の日

天皇誕生日

振替休日

年金 寒川支店

年金 金生支店

プリエール通信

※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。
　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

会員募集中
事前相談受付中

当日返しの場合

感謝・まごころの気持ちをその日に手渡しできる当日返し
葬儀の際、助け合いの気持ちから始まった習慣が御香典です。

そのお気持ちへの感謝のしるしが御香典返しです。

●時間的負担

●精神的負担

従来の香典返しの場合

香典帳や芳名カードへの記
帳不備があっても当日、御
香典と引き換えに手渡しで
きるので確実です。

頭を悩ませずに安心して
喪に服すことができます。

住所がわからない場合もある
かと思います。香典帳の整理
や配送準備等で苦労される場
合があります。

誰に何をどれくらいの金額で
　お返しすれば・・・・

近年では、多様多方面な方々のご要望に応じた返礼方法に当日返し（即返し）という方法もございます。

ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談を
いつでも承っております。
色々な疑問や不安がございましたら、遠慮
なくご相談下さい。

上記のようなメリットに加え、返礼品の送料の負担も軽減することができます。
今日、遠方にお住いの親族や知人が多い方もいらっしゃると思います。

葬祭会館プリエールでは当日返しによる返礼方法も対応させていただいております。
返礼品の商品には様々な種類がございます。（タオル、お茶、コーヒー等）￥1500～￥3000

　平素は、JA事業に御協力いただき厚く御礼申し上げます。
　現在、JAでは予約結集による資材コスト削減を実行することで『農業者の所得増大』を目指しています。その運動の一環として『各作
物別栽培指針』に基づき格安な予約品目を設定しました。
　令和2年産主要農作物肥料・農薬予約申込書（水稲・里芋・山の芋・柑橘）を、申込期日令和2年1月31日（金）まで受付ましたが、まだ
提出されていない方は至急各経済センター・新宮支店・富郷出張所まで申し込みくださいますよう御案内いたします。
※今年度は、JAグループ愛媛肥料共同購入運動の第2弾として、みかん・かんきつ用肥料えひめ有機配合1号を大幅に引き下げました。
※予約特典も多数ありますので、ぜひこの機会に御利用お願い致します。

肥料・農薬で年間30万円以上（税別）の予約購入をされた方には大口予約奨励として約3％の助成を行います。
（支出時期：翌年度3月末予定）

お得情報

生産者のみなさまへ

営農経済部　生産資材課

12

自動車展示会



郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

63円分の切手を
はってください

①
鬼
は
│
│
、
福
は
内

②
天
井
と
か
も
い
の
間
に
作
ら
れ
ま
す

③
元
素
記
号
は
F
e
。
身
近
な
金
属
で
す

④
銭
湯
へ
入
る
と
き
に
く
ぐ
る
こ
と
も

⑤
床
側
に
腹
を
向
け
て
寝
そ
べ
り
ま
す
。

　
│
│
寝

⑦
自
然
の
美
し
い
風
景
を
表
す
言
葉
、

　
│
│
風
月

⑩
ち
ら
し
や
C
M
も
こ
の
一
手
法

⑪
赤
い
花
が
咲
く
梅
の
こ
と

⑭
√
の
記
号
で
表
し
ま
す

⑯
出
発
│
│
に
な
っ
て
忘
れ
物
に
気
付
い
た

⑱
寺
院
へ
入
る
と
き
に
く
ぐ
る
こ
と
も

⑲
酒
を
飲
む
と
回
る
人
も
い
ま
す

①
雲
が
浮
か
ん
だ
り
星
が
輝
い
た
り

③
2
月
23
日
は
│
│
誕
生
日
。
国
民
の
祝
日

で
す

⑥
受
験
生
が
縁
起
を
担
い
で
食
べ
る
こ
と
も

あ
る
揚
げ
物

⑧
人
が
並
ぶ
と
で
き
ま
す

⑨
港
│
│
。
城
下
│
│
。
│
│
工
場

⑩
良
い
だ
し
が
出
る
海
藻

⑫
し
ば
し
ば
野
党
と
や
り
合
い
ま
す

⑬
2
0
2
0
年
は
│
│
年
。
2
月
が
29
日
ま

で
あ
り
ま
す

⑮
将
棋
の
盤
面
に
並
べ
る
物

⑰
走
り
高
跳
び
の
選
手
が
跳
び
越
え
ま
す

⑱
読
経
に
合
わ
せ
て
ポ
ク
ポ
ク
た
た
き
ま
す

⑳
縁
、
結
、
続
に
共
通
の
部
首

㉑
X
と
Z
の
間

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
２
月
25
日
（
火
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
F
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募70通）
クリスマス

12月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

2月号
クロスワード解答

13
※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください



１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、63円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

インスタグラム・フェイスブック更新中!!

第9回理事会 令和元年12月27日（金）

令和元年度上半期末監事監査指摘回答（案）
について
令和元年度第4四半期余裕金運用計画（案）
について
貸出業務取扱要領の一部改正について
農林年金の給付終了に伴う特例業務負担金
の支出について
役員責任調査委員会設置要領の一部変更に
ついて
農協法5年後見直しを見据えたＪＡ自己改革
の取組方針にかかる意見集約について
プリエール川之江家族葬会館建設（案）につ
いて

第1号議案

第2号議案

第3号議案
第4号議案

第5号議案

第6号議案

第7号議案

令和元年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。
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☆
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
子
ど
も
達
と
ケ
ー

キ
を
切
り
分
け
、「
こ
れ
が
大
き
い
、
小

さ
い
」
と
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。今
は
、
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
で

祝
っ
て
い
ま
す
。静
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
も

い
い
も
の
で
す
よ
！　（

坂
田
由
紀
子
さ
ん
）

【
編
】
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
均
等
に
切
る
の

は
、な
か
な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
！

　
私
の
家
で
は
、
飾
り
の
サ
ン
タ
さ
ん
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
誰
が
食
べ
る
の
か
、
毎

年
取
り
合
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
・
・
・

☆
高
橋
さ
ん
の
レ
ン
コ
ン
栽
培
大
変
そ

う
。レ
ン
コ
ン
栽
培
も
考
え
て
い
ま
す

が
、
ち
ょ
っ
と
し
り
込
み
し
ま
し
た
。コ

ス
モ
ス
畑
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。い
い

で
す
ね
っ
。当
地
で
は
、
農
地
保
全
の
一

環
で
ひ
ま
わ
り
を
畑
２
枚
に
植
え
て
い

ま
す
。時
期
外
れ
に
咲
く
の
で
地
元
の
人

に
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。来
年
咲
い
た
ら

連
絡
し
ま
す
。今
度
見
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　（
Ｈ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】愛
情
の
こ
も
っ
た
高
橋
さ
ん
の
レ
ン

コ
ン
。も
ち
っ
と
し
て
い
て
、と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。

　
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
ね
♪

☆
い
つ
も
拝
見
し
て
い
ま
す
。コ
ス
モ
ス

畑
、
こ
の
間
見
に
行
き
ま
し
た
。綺
麗
で

感
動
し
ま
し
た
。

　（
Ｔ
さ
ん
）

「まちがいさがし」答え ： 1 …………山の上に人がいる　　5 …………上着の襟が違う　　6 ………犬の頭上の雪の量が違う
　　　　　　　　　　    11 …………そりのひもの長さが違う　　12 …………スノーボードのラインが少ない

【
編
】
可
愛
ら
し
い
コ
ス
モ
ス
で
畑
一
面
が

ピ
ン
ク
に
染
ま
り
、
あ
ま
り
の
感
動
に
思

わ
ず
写
真
を
何
枚
も
撮
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。お
花
、癒
さ
れ
ま
す
ね
。

☆
猫
の
額
く
ら
い
の
わ
が
家
の
畑
に
大

根
と
人
参
を
植
え
て
い
る
の
で
す
が
、な

か
な
か
立
派
な
大
根
が
採
れ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
お
で
ん
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　（
Ａ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】寒
い
冬
に
は
や
っ
ぱ
り
熱
々
の
お
で

ん
！
体
が
温
ま
り
ま
す
。

☆「
は
ば
た
け
未
来
へ
」若
い
人
の
夢
、
叶

う
と
い
い
な
。応
援
し
て
い
ま
す
。

　（
谷
子
さ
ん
）

【
編
】
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
姿
、

と
て
も
か
っ
こ
い
い
で
す
ね
。皆
さ
ん
の

夢
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
。応
援
し
て
い
ま

す
‼

Ｊ
Ａ
う
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
）
も
し
く
は
、
本
誌
Ｐ
14
の
お
便

り
投
稿
は
が
き
に
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

枕
抱
く
院
の
窓
辺
や
十
三
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

そ
の
昔
編
み
し
セ
ー
タ
ー
出
し
て
み
る
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

山
寺
の
日
の
当
る
庭
帰
り
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

冬
草
の
踏
ま
れ
な
が
ら
の
青
さ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

飛
び
跳
ね
る
小
鳥
と
見
れ
ば
柿
落
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

カ
レ
ン
ダ
ー
過
ぎ
ゆ
く
一
枚
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
真
理
子

銀
金
な
す
銀
杏
は
樹
下
を
染
め
な
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
寿
子

年
末
の
宝
く
じ
買
い
夢
を
追
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

も
う
ダ
メ
と
身
心
共
に
病
み
し
時
木
立
を
縫
っ
て
流
る
ゝ
オ
カ
リ
ナ

石
村
　
幸
子

パ
イ
生
地
に
包
み
込
ま
れ
し
冬
林
檎
オ
ー
ブ
ン
開
け
る
時
の
楽
し
み

小
田
　
慶
喜

ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
が
少
し
分
か
り
か
け
入
り
込
み
た
き
ラ
グ
ビ
ー
論
議

小
田
　
和
子

日
曜
も
勤
労
感
謝
の
日
も
稼
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
曄
生

日
本
中
ど
こ
か
揺
れ
て
る
震
度
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
美
惠
子

改
め
て
元
気
な
日
々
に
感
謝
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
千
里

自
由
だ
が
寂
し
い
時
も
あ
る
一
人
者
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
タ
マ
エ

焼
酎
だ
け
と
決
め
て
飲
む
酒
日
日
二
合
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
孝
三

冴
え
渡
る
星
に
あ
ず
け
る
恋
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
萬
寿
美

幸
せ
は
や
っ
ぱ
り
ダ
イ
ヤ
ね
え
あ
な
た
　
　
　
　
　
　
　
加
地
　
照
明

こ
の
平
和
い
つ
い
つ
ま
で
と
た
だ
祈
る
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
陽
子

ノ
ー
ト
ま
で
新
品
に
し
て
こ
こ
ろ
満
つ
　
　
　
　
　
　
　
玉
井
　
公
恵

（
ニ
ッ
シ
ー
さ
ん
）

インスタグラム・フェイスブック更新中!!インスタグラム・フェイスブック更新中!!
始めました

JAうま
インスタグラム

JAうま
フェイスブック

JAうま
ホームページ

インスタグラム・フェイスブック更新中!!
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特集1
　里芋「伊予美人」！日本一のブランドを目指して
特集2
　令和元年度地区別組合員説明会　意見・要望検討結果報告

●編集・発行／四国中央市中之庄町1684番地4　JAうま総合企画部ふれあい課「JAうま」広報委員会

　私が、助産師になりたいと思ったのは、中学生の時です。きっ
かけはドラマだったのですが、新しい命の誕生のサポートがで
きる本当に素晴らしい仕事だと思いました。
　命の誕生は、何兆分の一の確率というとても奇跡的なもの
です。赤ちゃんは、母親と共に命を懸けて生まれてきます。
　しかし、最近、命が無残にも奪われる事件のニュースが、新聞
やテレビで報じられています。なかでも、虐待などで未来ある
幼い命が奪われるニュースを聞くと、いたたまれない気持ちに
なります。
　だから私は、妊婦さんや出産後のお母さんの不安や悩みに
寄り添える助産師になりたいです。相手を思いやる心や命の尊
さへの十分な理解を持ち、母子の健康を守るためのサポート
をしていきたいと思います。そして、新しく生まれる尊い命が
失われないように、周りの人からの愛情を注いでほしいと伝え
ていきたいです。
　私自身も生まれてきたこと、そして今生きていることに感謝
の気持ちを忘れずに生活していきたいです。

生まれてきたこと、
今生きていることに感謝をしたい

三島高校　普通科　岡本 彩愛 さん

「自然の大切さ」「食の大切さ」を伝えます「自然の大切さ」「食の大切さ」を伝えます

JAうま あぐりスクール 2020年度 第7期 受講生募集JAうま あぐりスクール 2020年度 第7期 受講生募集JAうま あぐりスクール 2020年度 第7期 受講生募集

問い合わせ JAうま総合企画部ふれあい課
四国中央市中之庄町1684-4　℡ 0896-24-3827

実施期間 2020年4月～2020年10月（全5回）
※主に日曜日に行う予定です。

受講場所 四国中央市内（JAうま施設またはJAうま管内の畑等）

受 講 料 3,000円（全講座・1家族）
ただし、別途料金として、下記の費用が必要となります。
・茶摘み体験…1家族につき1,500円
　　　　　　　※1家族5名まで

対 象 者 JAうま管内にお住いの小学生およびその保護者

募集定員 10家族（先着順）

お申込み 受講申込書をJAうま総合企画部ふれあい課
または、JAうま各支店に提出してください。

申込〆切 2020年3月16日（月）
お申込みいただいた方には、後日詳しいご案内をお送りします。

主　　催 うま農業協同組合

JAうま  あぐりスクール  第7期  受講申込書

4月 里芋「伊予美人」植付け、産直市の野菜でピザ作り、田植え

7月 茶摘みと茶葉作り、コンニャク作り

8月 お米収穫

10月 里芋「伊予美人」収穫と試食、イチゴ苗植付け

　期生体験予定メニュー7 ※変更となる場合があります。

※提供して頂いた個人情報は、あぐりスクールの活動以外の目的では利用せず、第三者への提供も行いません。


